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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】 
摂食障害の成因には様々な要素が複合的に作用していると考えられているが、とりわけ家庭環境や親
の養育態度が深く関与していると指摘されている。本研究では摂食障害患者の家庭環境と親から見た
養育態度を調査し、摂食障害の心理的特徴への影響について検討した。 
【対象】 
対象は大阪市立大学医学部附属病院神経精神科外来を 2008年 4月より 2010年 4月までの間に母親同
伴で受診した神経性無食欲症 83例（制限型 68例、むちゃ食い／排出型 15例）および神経性大食症
56例（排出型 34例、非排出型 22例）の合計 139例の女性摂食障害患者およびその母親である。 
【方法】 
初診時において、患者に対しては摂食障害の症状や経過等について、母親に対しては家庭環境や発症
前の両親の養育態度について、自記式質問票を用いて調査した。 
【結果】 
摂食障害の病型間には、家族構成や祖父母の同居の有無、両親の共働きの有無などの家庭環境に有意
差を認めなかった。母親から聴取した両親の養育態度 6項目についてカテゴリカル主成分分析を行っ
たところ、「非協調」と「干渉」の 2つの成分が抽出され、この２成分の有無を用いて４分類された
摂食障害患者の群間比較では、両親が養育に協調的で子に干渉的であった患者は、両親が非協調的で
あまり干渉しなかった患者に比べ、Eating Disorder Inventory (EDI)の「対人不信」、「成熟恐怖」
の下位尺度の得点が有意に低く、摂食障害の心理的特徴が軽度である可能性が示された。 
【結論】 
過去の研究では、摂食障害の発症や経過などにおいて、親の過干渉や無関心、家庭内不和は悪い影響
があると指摘されてきた。本研究の結果、両親が養育に協調的で子に積極的に関わる養育は、摂食障
害の症状の遷延化につながる「対人不信」や「成熟恐怖」の程度を軽減する可能性が考えられた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
摂食障害の成因には様々な要素が複合的に作用していると考えられているが、とりわけ家庭環境や親
の養育態度が深く関与していると指摘されている。申請者は摂食障害患者の家庭環境と親から見た養
育態度を調査し、摂食障害の心理的特徴への影響について検討した。 
対象は大阪市立大学医学部附属病院神経精神科外来を 2008 年 4 月より 2010 年 4 月までの間に母親
同伴で受診した神経性無食欲症 83 例および神経性大食症 56 例の合計 139 例の女性患者およびその
母親である。初診時において、患者に対しては摂食障害の症状や経過等について、母親に対しては家
庭環境や発症前の両親の養育態度について、自記式質問票を用いて調査した。 
摂食障害の病型間には、家族構成や祖父母の同居の有無、両親の共働きの有無などの家庭環境に有意
差を認めなかった。母親から聴取した両親の養育態度 6 項目についてカテゴリカル主成分分析を行
ったところ、「非協調」と「干渉」の 2 つの成分が抽出され、この２成分の有無を用いて４分類され
た摂食障害患者の群間比較では、両親が養育に協調的で子に干渉的であった患者は、両親が非協調的
であまり干渉しなかった患者に比べ、Eating Disorder Inventory (EDI)の「対人不信」、「成熟恐怖」の
下位尺度の得点が有意に低く、摂食障害の心理的特徴が軽度である可能性が示された。 
過去の研究では、摂食障害の発症や経過などにおいて、親の過干渉や無関心、家庭内不和は悪い影響
があると指摘されてきた。本研究の結果、申請者は両親が養育に協調的で子に積極的に関わる養育は、
摂食障害の症状の遷延化につながる「対人不信」や「成熟恐怖」の程度を軽減する可能性が考えられ
たとしている。 
 
 摂食障害患者数は増加しているが、その発症には様々な要因が複雑に関与すると考えられ、治療法
も確立していない。今回の研究で親の特定の養育態度が患者の症状に影響を与えている事が明らかに
なった。養育態度に関する親への教育等により症状が軽減する可能性が示唆された事は治療における
新たな視点となる。 
 
本研究は、摂食障害患者の症状に関連する親の養育態度を明らかにしたものであり、博士（医学）の
学位を授与するに値するものと判定した。 
